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営業外損益及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

2026年１月期（2025 年２月１日～2026年１月 31 日）における、営業外損益及び特別損失の計上について下記のとおりお知らせいたし

ます。 

記 

 
１. 営業外損益及び特別損失の計上について 

科目 金額 計上理由 

営業外収益 

 助成金収入 114百万円 
第３四半期において106百万円計上していましたが、主に研究開発関連補助金と

して114百万円計上しております。 

受取補償金 150百万円 
第３四半期において 149 百万円計上していましたが、取引先の余剰在庫等に対す

る受取補償金として150 百万円計上しております。 

営業外費用 

支払利息 238百万円 
第３四半期において 181 百万円計上していましたが、連結子会社の金融機関から

の借入金に対する支払利息として238百万円計上しております。 

持分法による投資損失 6,331百万円 

第３四半期において 4,131 百万円計上していましたが、主に持分法適用会社であ

るW-SCOPE CHUNGJU PLANT CO., LTD.の決算報告に基づき6,331百万円計上してお

ります。 

為替差損 192百万円 

第３四半期において197百万円計上していましたが、主として子会社の決算期末日

（2025 年12月末）時点の当社グループの保有する外貨建債権債務を同日の為替相

場で評価したことで発生した評価損として192百万円計上しております。 

特別損失 

 減損損失 579百万円 
連結子会社であるW-SCOPE KOREA CO., LTD.において減損の兆候が認められたた

め減損損失を579百万円計上しております。 

 関係会社株式売却損 468百万円 
持分法適用会社であるW-SCOPE CHUNGJU PLANT CO., LTD.の株式を一部売却した

ことに伴い売却損を468百万円計上しております。 

 

 

２. 業績に与える影響 

この営業外損益及び特別損失の計上による業績への影響等については、本日（2026年３月19日）公表の「2026年１月期 決算短信〔日

本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

以  上 


